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ふ
る
さ
と
小
野
町
会 

ふ
れ
あ
い
通
信

　

毎
月
小
野
町
か
ら
届
く「
広
報
お
の
ま
ち
」

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
７
月

号
の
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）に
関
す
る

記
事
は
、
羨
望
の
念
を
も
っ
て
興
味
深
く
拝

見
し
て
お
り
、
中
学
英
語
学
習
の
入
り
口
で

つ
ま
ず
い
た
小
生
に
は
う
ら
や
ま
し
い
限
り

で
す
。

　

30
代
の
は
じ
め
、
日
本
製
鉄
大
分
製
鉄
所

「
厚
板
圧
延
工
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参

画
し
た
折
、
旧
西
ド
イ
ツ
に
３
週
間
の
日
程

で
、
一
人
旅
の
海
外
出
張
指
令
を
受
け
ま
し

た
。

　

任
務
内
容
は
、
日
本
製
鉄
がS

シ

ー

メ

ン

ス

IE
M

E
N

S

社
か
ら
輸
入
す
る「
直
流
８
，０
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
単
電
機
子
構
造
電
動
機
」の
土
木
基

礎
図
面
を
、SIE

M
E

N
S

社
の
立
場
で
作
図

（
Ａ
１
版
３
枚
）し
、
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と

で
し
た
。（
電
動
機
は
４
畳
半
ほ
ど
の
大
き

さ
）

　
「
英
会
話
の
経
験
な
し
⋮
」の
小
生
に
は
、

少
々
重
荷
の
任
務
で
し
た
が
、「
私
は
英
語

を
話
せ
ま
せ
ん
」の
フ
レ
ー
ズ
を
複
数
考
え

な
が
ら
、
羽
田
～
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
～
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
～SIE

M
E

N
S

社
と
旅
を
し
た
貴

重
な
体
験
は
、そ
の
後
の
人
生
の
糧
と
な
り
、

海
外
旅
行
の
楽
し
さ
・
困
難
さ
・
有
意
義
さ

を
深
く
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
ド
イ
ツ
語

は
初
体
験
で
し
た
。）

　

３
０
０
人
程
の
技
術
者
が
働
く
製
図
棟

で
、SIE

M
E

N
S

社
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

無
事
に
任
務
を
果
た
し
、
休
日
に
は
、
鉄
道

時
刻
表
を
事
前
に
調
べ
た
上
で
、
急
行
列
車

で
２
時
間
ほ
ど
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
一
人
で

出
掛
け
、
国
立
博
物
館
・
教
会
・
公
園
・
運

河
な
ど
を
散
策
し
、
素
晴
ら
し
い
街
並
み
・

景
観
に
感
動
の
日
帰
り
鉄
道
旅
も
体
験
し
ま

し
た
。

　

一
人
旅
の
海
外
出
張
以
降
、
タ
イ
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
中
国
・
台
湾
・
西
ド
イ
ツ
な
ど
の
仕
事

を
担
当
し
て
お
り
、
日
本
国
内
の
仕
事
・
観

光
と
合
わ
せ
た
飛
行
機
の
搭
乗（
滞
空
）時
間

は
、
５
０
０
時
間
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　総務省と県では、10月20日を基準日とし

て社会生活基本調査を実施します。

　この調査は、私たちが１日のうちどのくら

いの時間を仕事、家事、地域での活動などに

費やしているか、過去１年間の自由時間にど

のような活動を行ったかなどについて調査

し、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バ

社 会 生 活 基 本 調 査 を 実 施 し ま す

ランス）の推進、少子高齢化対策などの政策

に必要な基礎資料を得ることを目的として実

施します。

　10月上旬から中旬にかけて、調査員が調

査をお願いする世帯に伺いますので、調査の

趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いしま

す。
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